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長野原町告示第１２６号 

 

 平成３０年７月第３回長野原町議会臨時会を次のとおり招集する。 

 

  平成３０年７月１８日 

 

長野原町長  萩 原 睦 男 

 

 １ 招集期日  平成３０年７月３０日 

 

 ２ 招集場所  長野原町議会議場 

 

 ３ 付議事件 

     （１）平成３０年度長野原町一般会計補正予算（第３号）について 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（１０名） 

    １番  篠 原   茂 君       ２番  冨 澤 重 男 君 

    ３番  入 澤 信 夫 君       ４番  浅 井   進 君 

    ５番  入 澤 勝 彦 君       ６番  黒 岩   巧 君 

    ７番  浅 沼 克 行 君       ８番  牧 山   明 君 

    ９番  大羽賀   進 君      １０番  豊 田 銀五郎 君 

    

不応招議員（なし） 



 

 

 

 

 

第 ３ 回 臨 時 町 議 会 
 

 

（ 第  １  号 ） 
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平成３０年７月第３回長野原町議会臨時会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                  平成３０年７月３０日（月曜日）午後２時１０分開会 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸報告 

第 ４ 議案第１号 平成３０年度長野原町一般会計補正予算（第３号）について 

 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

    １番  篠 原   茂 君       ２番  冨 澤 重 男 君 

    ３番  入 澤 信 夫 君       ４番  浅 井   進 君 

    ５番  入 澤 勝 彦 君       ６番  黒 岩   巧 君 

    ７番  浅 沼 克 行 君       ８番  牧 山   明 君 

    ９番  大羽賀   進 君      １０番  豊 田 銀五郎 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 萩 原 睦 男 君 副 町 長 市 村   敏 君 

ダ ム 担 当 
副 町 長 佐 藤 修二郎 君 教 育 長 市 村 隆 宏 君 

総 務 課 長 唐 沢 健 志 君 町民生活課長 野 口 純 一 君 

税 務 課 長 矢 野 今朝治 君 出 納 室 長 松 本 こづ江 君 

建 設 課 長 唐 澤 正 人 君 ダム対策課長 篠 原 博 信 君 

上下水道課長 櫻 井 雅 和 君 教 育 課 長 佐 藤   忍 君 
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産 業 課 長 野 口 芳 夫 君 企画政策課長 中 村   剛 君 

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 佐 藤 信 利   書 記 平 林 佑 樹   
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開会 午後２時１０分 

 

◎開会の宣告 

○議長（浅沼克行君） それでは、本会議を開会いたします。ただいまの出席議員は10名であ

ります。地方自治法第113条の規定により、定足数に達しておりますので、これより平成30

年７月第３回長野原町議会臨時会を開会いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（浅沼克行君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（浅沼克行君） 本日の議事日程は配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（浅沼克行君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第117条の規定により、議長において10番、豊田銀五郎君、１番、篠原茂君を指

名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（浅沼克行君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。会期は、議会運営委員会において協議の結果、本日１日を予定したところ
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でございます。会期は本日１日とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 異議なしと認め、さよう決しました。 

  なお、会期日程表は、配付のとおりでありますので、参考にしていただきたいと思います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸報告 

○議長（浅沼克行君） 日程第３、諸報告は議会運営委員会、総務文教常任委員会、例月出納

検査、議会活動等の報告であります。 

  まず、議会運営委員会の報告を求めます。 

  委員長、大羽賀進君。 

〔議会運営委員長 大羽賀 進君 登壇〕 

○議会運営委員長（大羽賀 進君） 議長の指名をいただきましたので、議会運営委員会の報

告をさせていただきます。 

  本委員会は、下記事項について協議をしたので報告をいたします。 

記 

  １．委員会開催日時 平成30年７月30日月曜日午前11時30分より 

  ２．出 席 者 ごらんをいただきたいと思います。 

  ３．協 議 事 項 

   （１）全員協議会について 

     次第書のとおり了承した。（開催日７月30日（月）本会議前） 

   （２）７月議会臨時会の日程について 

     ７月30日（月）、会期１日間とした。 

   （３）会期日程表及び議事日程について 

     会期日程表及び議事日程のとおり了承した。 

   （４）提出案件について 

     議案のとおり了承した。 

   （５）議会八ッ場ダム対策会議について 

     次第書のとおり了承した。 
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   （６）議会活動報告について 

      報告書のとおり了承した。 

   （７）その他 

     １）当面の行事予定等について 

      予定表のとおり了承した。 

     ２）平成30年９月第３回議会定例会の開催について 

      ・議会運営委員会 平成30年８月24日（金）午前10時開催とした。 

      ・９月議会定例会 初日９月７日（金）、２日目９月14日（金）、最終日９月20

日（木）とした。 

     ３）西日本豪雨災害の対応について 

      議員及び町四役より義援金として日本赤十字社を通じ送金することとした。 

     ４）長野原高等学校合同懇談会について 

      日時 平成30年９月14日（金）、９月定例会２日目 

      場所 長野原町役場 大会議室で実施することで了承した。 

  ４．閉    会（午前12時２分） 

  朗読をもって報告とさせていただきます。 

○議長（浅沼克行君） 議会運営委員会の報告が終了しました。 

  特に質問がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 質疑を終結します。 

  委員長の報告のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 異議なしと認め、委員長の報告のとおり決しました。 

  以上で、議会運営委員会の報告を終結します。 

  次に、総務文教常任委員会の報告を求めます。 

  委員長、入澤勝彦君。 

〔総務文教常任委員長 入澤勝彦君 登壇〕 

○総務文教常任委員長（入澤勝彦君） 議長の指名をいただきましたので、総務文教常任委員

会の報告をさせていただきます。 

  本委員会は、下記事項について調査を実施したので報告します。 
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記 

  １．実施日 平成30年７月19日木曜日 

  ２．出 席 者 ごらんいただきたいと思います。 

  ３．調 査 概 要 

   （１）西吾妻環境衛生施設組合（西吾妻環境衛生センター及び一般廃棄物最終処分場施 

      設） 

      まず、黒岩所長、茂木係長より西吾妻環境衛生センターの概要及び施設内の見学 

     を行い、説明を受けました。 

      施設は老朽化しているが、郡内の一本化に向け候補地等が決まらないため、今後 

      のめどが立っていない。現在、５社がステーションごみの委託収集を行っている。 

      次に、横田技師より一般廃棄物最終処分場の施設で行っている出水処理の概要説 

     明を受ける。 

      平成６年から稼働しているため、施設の老朽化に伴い、建屋に隣接する舗装及び 

     Ｕ字溝の傷みが激しく凹凸が見られるため、早急に補修してほしいという要望があ 

     りました。 

      その他、添付の資料をごらんいただきたいと思います。 

   （２）にしあがつま地域活動支援センター（すきっぷ） 

      竹内理事長より挨拶の中で、「やまどり」の事業所化に伴い平成28年７月より地 

     域活動支援センター「すきっぷ」として開所した経緯の説明があった。 

      山本副主任より、施設の概要説明及び案内を受ける。 

      主な活動となる創作・生産活動では、鎌原郷土資料館からキャベツの折り紙及び 

     ゲームセンターなどで使うくじの作成。外部作業では、溶岩樹形にあるトイレ清掃 

     等の委託を受け、わずかだが収入としている。その他の活動として、レクリエーシ 

     ョンや調理実習を行っている。 

      施設職員３名に対して、登録人数10名程度。施設規模から、現状の体制で維持 

      していきたい。 

      連日の猛暑から、施設内における利用者の体調を考え、スポットクーラーを設置 

     することとなった。 

      その他、添付の資料をごらんいただきたいと思います。 

   （３）西吾妻福祉病院 
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      木村西吾妻福祉病院組合事務局長より病院組合の概要及び黛西吾妻福祉病院事務 

     部長より病院の概要について説明を受け、浅見総務課長より施設内の案内を受ける。 

      管理運営を行っている地域医療振興協会の指定管理の協定期間は、平成31年３月 

     末日となっている。 

      群馬県の地域医療構想では、吾妻の必要病床数が2025年には半減する試算となり、 

     主な原因として人口減少が大きく、予防医療の成果もあると思われます。 

      24時間の訪問看護ステーションが近隣に１カ所となっており、下半期から運営で 

     きるよう取り組んでいく。 

      在宅診療を下半期から行うが、さらに充実させるためにスタッフの充実が必要で、 

     人数の強化が不可欠となる。専門職の確保が年々厳しくなり、現在の体制では機能 

     を削減していかないと回らない。 

      今後、人材確保に向けて職員募集リーフレットや病院見学会のチラシを商店等に 

     配布。長野原地域の学校に職場体験を呼びかけ、就職希望者を募っていく。 

      その他は添付の資料をごらんください。 

   （４）長野原町へき地診療所 

      金子所長より概要説明を受ける。 

      土曜診療を始めた当初は15人だったが、昨年度は22人とふえている。 

      往診件数284件と過去最多。在宅のみとり数は計10人となった。 

      レセプト件数の傾向として、夏場の別荘利用者や子供たちの利用が多い。 

      要望として、診療所看板を見やすい場所へ設置、ごみステーションの移設、駐車 

     場の車どめのブロック破損による交換、量水器ボックス位置の調整（高く）を受け 

     る。この量水器ボックスにつきまして、21日に行ったらもう既に水道課の方でやっ 

     ていただいてありました。 

      医寮機関でレントゲンが８年を経過するため部品が製造されなくなり、来年度購 

     入予算（300万円）の要望を予定している。 

      看護師の退職に伴い、至急採用をお願いしたい。 

      その他は、添付の資料をごらんください。 

   （５）社会福祉法人にしあがつま福祉会 

      原田生活相談員より、特養「からまつ荘」について施設概要等の説明を受ける。 

      入所状況77名（平成30年４月１日現在）、今現在は80名。入所待機者は減ってお 
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     り70名程いるが、早急な入所希望者は15名程度となっている。 

      短期入所生活介護（ショートステイ）事業、29年度に比べ利用者2,938名減少傾 

     向であります。利用市町村は長野原町が圧倒的に多い。 

      通所介護事業（デイサービス）事業は、29年度延べ利用者数5,010名。 

      訪問介護（ホームヘルプサービス）事業、29年度訪問回数は3,109回。 

      特養の課題として、入所者に対し職員の配置が３対１と基準をクリアしているが、 

      業務はぎりぎりの線でやっている。今後定年退職者が出てくると就職希望者が少 

     ないため、人員確保が難しい。 

      次に、吉﨑管理者より、障害福祉サービス事業所「やまどり」について概要等の 

     説明を受ける。 

      事業所内容は２つに分かれ、生活介護では定員10名、登録が11名。就労継続支援 

     Ｂ型では、定員10名、登録14名。これ以上の登録は減算等の可能性があり、ふやす 

     ことができない。 

      平成29年度の総収入300万円程度、260万円を工賃として利用者に配る（平均 

     9,000円）。主な生産活動は、温泉まんじゅうの箱折が売り上げの６割となる。ま 

     んじゅうの箱なんですけれども、白根山の噴火後は極端に注文が減少したそうであ 

     ります。 

      その他は添付の資料をごらんください。 

   （６）長野原町社会福祉協議会（長野原町老人福祉センター） 

      高橋事務局長より概要説明を受ける。 

      長野原町社会福祉協議会を窓口とする各種団体が12団体。 

      町からの委託事業（受託）として、「いきがいデイサービス」「高齢者等配食サ 

     ービス」「シルバー人材センター」「紙おむつ等給付事業」の４事業があり実施し 

     ている。平成27年度から県の受託事業として、生活困窮者自立相談支援事業を実施 

     しており、就労を目指して支援する事業となる。 

      ６月から社会福祉協議会イノベーション専門委員会を立ち上げ、社協の改革及び 

     地域包括ケアシステム等についての話し合いの場として12月まで７回を予定してい 

     る。 

      シルバー人材センターは36名登録している。今後軌道に乗せて事業を進めていく 

     よう取り組む。 
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      その他は添付の資料をごらんください。 

  ５．閉    会（午後３時55分） 

  以上、朗読をもって説明とさせていただきます。 

○議長（浅沼克行君） 総務文教常任委員会の報告が終了しました。 

  特に質問がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 質疑を終結します。 

  委員長の報告のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 異議なしと認め、委員長の報告のとおり決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会の報告を終結いたします。 

  次に、例月出納検査の報告でありますが、配付のとおり監査委員より報告書の提出があり

ましたので、ごらんいただければと思います。 

  最後に、議会活動報告、行事予定表については、配付のとおり了承いただきたいと思いま

す。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（浅沼克行君） 日程第４、議案第１号 平成30年度長野原町一般会計補正予算（第３

号）についてを議題とします。 

  初めに、町長の提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

〔町長 萩原睦男君 登壇〕 

○町長（萩原睦男君） 議案第１号 平成30年度長野原町一般会計補正予算（第３号）につい

て、提案理由のご説明を申し上げます。 

  今回の補正につきましては、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ9,420万円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ142億8,793万3,000円とするものでございます。 

  詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明をさせますので、ご審議の上、ご議決賜

りますようお願い申し上げます。 
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○議長（浅沼克行君） 続いて、担当課長より内容説明を求めます。 

  初めに、総務課長。 

○総務課長（唐沢健志君） 議案第１号 平成30年度長野原町一般会計補正予算（第３号）に

つきまして、ご説明いたします。 

  今回の補正につきましては、先ほど町長申し上げましたとおり、歳入歳出それぞれ9,420

万円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ142億8,793万3,000円とするものでございます。 

  １枚返していただきまして、１ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正の歳入でございますが、17款１項寄附金では4,000万円の追加、

18款繰入金では、１項基金繰入金で1,358万円の追加、20款諸収入では、５項雑入で4,062万

円の追加、合計で9,420万円の追加でございます。 

  次に、歳出でございます。２款総務費では、１項総務管理費で4,943万3,000円の追加、６

款農林水産業費は、１項農業費で4,000万円の追加、７款１項商工費では175万8,000円の追

加、８款土木費では、３項住宅費で216万円の追加、10款教育費では、６項保健体育費で84

万9,000円の追加、合計で9,420万円の追加でございます。 

  次に、４ページをお開きいただきたいと思います。 

  事項別明細書の２、歳入でございます。17款１項寄附金では、３目ふるさと応援寄附金で

4,000万円の追加、18款繰入金では、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金で1,358万円

の追加、20款諸収入では、５項雑入、５目水源地域整備事業費負担金で、公園整備事業及び

団体営かんがい排水事業の水特事業負担金、合わせまして4,062万円の追加でございます。 

  次に、５ページに移りまして、３、歳出でございます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費では503万3,000円の追加でございまして、

大阪北部地震に伴うブロック塀倒壊事故を受け、危険箇所の調査をしたところ大字与喜屋地

内の長野原高校周辺で町有施設を囲む危険なブロック塀を確認したため、15節工事請負費を

追加し、早急に撤去するものでございます。また、19目ふるさと応援基金費では4,440万円

の追加でございまして、６月補正で変更した寄付目標額１億6,000万円を６月中に上回るこ

とから、さらに寄付目標額を4,000万円追加し、13節電算委託料及び25節基金積立金を追加

するものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） 次に、産業課長。 

○産業課長（野口芳夫君） 続きまして、６款農林水産業費、１項農業費、５目農地費では、
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15節工事請負費4,000万円の追加でございまして、水特事業であります林地区の団体営かん

がい排水事業を農業用水の安定供給するための貯水施設ファームポンドから給水スタンドの

間1.12キロメートルの送水管並びに給水スタンド５カ所の設置について、関係機関との協議

調整の結果、町が直接工事発注をすることとなり、補正をお願いするものでございます。 

  続きまして、７款１項商工費、２目商工振興費では、６ページにかけまして22節補償補 

及び賠償金113万8,000円を追加でございまして、法人１社において同業他社との競合により

売り上げが減少したことに伴い、返済履行ができず、やむなく代位弁済が実行され、元本未

回収額の100分の20の割合の113万8,000円を補 するものでございます。 

  ８ページの３目観光費では62万円の追加でございます。説明欄をごらんください。内訳で

ございますが、水特事業であります。丸岩森林公園整備事業の22節補償金で、遊歩道を整備

するために必要な物品改修、…〔聴取不能〕…の伐採に伴う補償金を支払う必要が生じたた

め、追加をお願いするものでございます。こちらも同じく水特事業でございます。王城山自

然探勝路整備事業では、当初駐車場に係る工事を県に委託して実施する予定でございました

が、関係機関との協議調整の結果、町にて直接工事発注することに伴い、13節委託料の250

万円を減額し、同額を15節工事請負費に振りかえをお願いするものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） 次に、建設課長。 

○建設課長（唐澤正人君） ８款土木費、３項住宅費、１目住宅管理費では216万円の追加で

ございまして、大阪北部地震においてブロック塀倒壊事故を受け調査・設計を行ったところ、

応桑地区の新田住宅の駐車場でブロック塀を確認したため、15節工事請負費を追加し撤去を

行うものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） 最後に、教育課長。 

○教育課長（佐藤 忍君） 10款教育費、６項保健体育費、２目郡民体育祭費では45万円の追

加をお願いするものでございます。説明をごらんください。今年度の郡民体育祭は議員の皆

様ご承知のとおり、長野原町が会場当番町村でございます。町では郡スポーツ協会と協力し、

大会成功に向け準備を進めているところでございます。メーンの９月23日には、会場の東中

学校で民謡踊りが盛大に行われますが、出席していただくご婦人方が入場する前の待機する

場所に日陰が少ないことから、暑さ対策のため郡民体育祭事業の18節諸備品購入費でテント

２張りを購入させていただきたくお願いするものでございます。 
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  続きまして、３目給食センター費では39万9,000円の追加をお願いするものでございます。

説明をごらんください。学校給食では、検食の保存として原材料と調理済みの食品を毎食分

を２週間以上冷凍保存することが義務づけられております。これらを入れておく保存食専用

冷凍庫が故障し、平成６年度購入のため交換部品がなく修理不能のため、学校給食事業の18

節施設備品購入費において学校給食提供のない夏季休業中に入れかえをお願いするものでご

ざいます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） 内容説明が終了しましたので、質疑を行います。 

  ６番、黒岩巧君。 

○６番（黒岩 巧君） 予算とはちょっとずれてしまうんですが、教育費の中で郡民体育祭、

民謡踊りの中の婦人の待機場所でテント２張りというお話があったのですけれども、北軽井

沢にも当番町村が長野原町だったために民謡踊りのできる婦人の方を募集されております。

その中で、なかなか人が集まらなくて苦労しているという部分ですけれども、その確認はし

ていないんですが、町としては、教育委員会として回覧板等で民謡踊りに出てくれる方の募

集というのはされているんでしょうか。 

○議長（浅沼克行君） 教育課長。 

○教育課長（佐藤 忍君） ご質問にお答えさせていただきます。 

  回覧板等で民謡踊りの募集はしておりません。教育委員会事務局のほうで婦人会ですか、

そちらを通して各区15名ということでお願いしているところでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） ６番、黒岩巧君。 

○６番（黒岩 巧君） 北軽井沢は婦人会がない状態でありまして、その中でなかなか人が集

まらなくてスポーツ協会長さんの方からもいないかいというお話をいただいたりしているん

ですが、観光協会としても地元知りあいのほうへも声をかけているんですが、なかなか集ま

らないのが実情です。そんな中、昔私たちの母親の世代、長野原町何人か数人ですけれども、

そんな中で若い人たちにやはりこの先も続けていくためには、何とか伝えていく方法等も今

後検討していかなくてはならないと思いますので、その辺の検討もよろしくお願いします。 

○議長（浅沼克行君） 教育課長。 

○教育課長（佐藤 忍君） 議員のご協力、本当にありがとうございます。 

  そちらのほうにつきましても今後検討させていただきまして、若い方の参加につきまして



－15－ 

も検討させてもらいます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） ほかには。 

  ９番、大羽賀進君。 

○９番（大羽賀 進君） ブロック塀の改修化に伴い撤去ということで旧職員住宅ブロックを

撤去したいということで報告されておりますけれども、例えば民間の家でそういう危険箇所

があるのかなと私はみているんですけれども、民間の場合は町で補助を出してくれるんでし

ょうか。 

○議長（浅沼克行君） 建設課長。 

○建設課長（唐澤正人君） 現在国のほうでは所有者に注意喚起ということでお願いはしてい

るところでございます。また、補助の制度について、国のほうで取りまとめて検討中でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（浅沼克行君） ９番、大羽賀進君。 

○９番（大羽賀 進君） 私も、長野原町の各家を見ているわけではないけれども、町でそう

いうここは危険だなというような箇所を把握しているんでしょうか。 

○議長（浅沼克行君） 総務課長。 

○総務課長（唐沢健志君） こちらのブロック塀でございますが、町としましては、町の公共

施設は把握してございますが、民間までについては把握はできてございません。申しわけあ

りません。 

○議長（浅沼克行君） ９番、大羽賀進君。 

○９番（大羽賀 進君） 町の公共の場においては責任がある訳ですからしっかり把握してい

ただいておりますけれども、あえていうならば民間のほうも公共と同じぐらいの目線でそう

いうところをしっかり調べてもらいたい。またその所有者と話し合いをして、事故が起きな

いようにそういう方向で是非もっていってもらいたいと思います。 

○議長（浅沼克行君） 総務課長。 

○総務課長（唐沢健志君） 議員おっしゃられましたとおり、同じ目線に立ちましてそちらの

ほう調査するとともに、補助金等につきましてもいろいろと検討を考えていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼克行君） 教育課長。 

○教育課長（佐藤 忍君） 管内の学校の様子ですけれども、小・中学校、こども園にはブロ
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ック塀は存在しなかったんですが、もちろん通学路はございます。各学校におきましては、

通学路中に危険な箇所がないか点検をさせていただいておりますが、今後所有者の方へは折

衝はできていないでございます。 

  そんな状況でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浅沼克行君） ９番、大羽賀進君。 

○９番（大羽賀 進君） 今後とも何が起こるかわかりませんので、点検のほうよろしくお願

いいたします。 

  以上です。 

○議長（浅沼克行君） ８番、牧山明君。 

○８番（牧山 明君） 農業費の農地費の事業を、従来であれば国が県に委託してやるような

事業だったのが、町が直接発注をするということで、こうなった経緯はどういうことだった

のかという点と、町が発注する場合に町内業者の指名範囲は従来よりは広がるのかどうか、

その辺のところをお伺いします。 

○議長（浅沼克行君） ダム対策課長。 

○ダム対策課長（篠原博信君） 牧山議員の質問なんですけれども、町のほうがこの事業を発

注する経緯なんですけれども、久森沢の用水から一旦林地区内のファームポンドという所に

水を引きます。そこから産業課長の方から説明あったように各畑の近くに給水スタンドがあ

る訳なんですけれども、そこの管理につきましては、ちょうど町の上下水の工事と重なる部

分がございます。時期もちょうど重なるということで、同じ工事ができ上がって、一度掘っ

たところをまた掘るということがないように、町が工事をすることで、町発注の下水道工事

の業者さんと随契等を結びまして、経費のほうも少し安価にして事業を実施していきたいと

考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（浅沼克行君） ８番、牧山明君。 

○８番（牧山 明君） 以前土木業者の方から聞いた話なんですが、県の発注になると長野原

町からその指名に参加する業者は限られるという話を聞きました。町が事業主体になって、

例えばダムの事業であっても小規模であれば町が発注するんであれば、その指名の範囲を広

げることができるので、町内業者にもある程度仕事が行き渡るような結果が出るんじゃない

かということを以前聞いたことはあります。こういうことを考慮して、残り少ないんですけ

れども町がこのようにやればできる訳でして、やっていくというつもりはあるのかどうかそ
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の点を伺いたいと思います。 

○議長（浅沼克行君） ダム副町長。 

○ダム担当副町長（佐藤修二郎君） 牧山議員おっしゃるとおり、国・県の事業になりますと、

もう町内の業者が参加できないものもありますけれども、参加できるチャンスはございます。

ですので、細かい事業についてはなるべく町が発注して町の業者にお願いするという方法を

今までもとってきている訳でございます。町の産業課もほかの仕事をやった中でこれらの仕

事をこなしていかなければならないということで、この後のダム対策会議でもごらんいただ

けると思うんですけれども、ある時期に集中しております。ですので、国・県と町とで協議

しまして、町が請け負えるものはできるだけ町が、ただ、技術的に町が請け負えないもの、

あるいは金額的に大き過ぎて町…〔聴取不能〕…、そういったものは国・県にお願いしよう

と思っていますが、今牧山議員がおっしゃったような配慮はしながら進めてまいりたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（浅沼克行君） ほかには。 

〔発言する者なし〕 

○議長（浅沼克行君） 質疑を終結します。 

  議案の委員会付託、討論を省略し、直ちに採決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 異議なしと認め、直ちに採決いたします。 

  お諮りします。議案第１号は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼克行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（浅沼克行君） 以上をもちまして、平成30年７月第３回長野原町議会臨時会における

日程の全てを終了いたしました。 

  臨時会を閉会とします。 
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  ご協力ありがとうございました。 

 

閉会 午後 ２時４５分 


